


発表内容

１．超深地層研究所計画の概要

２．第2期中期計画期間における主な研究成果

・実施項目

・研究成果

３．次期中長期計画への取組み

・残された必須の課題の抽出

・各課題に対する取組み状況
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２．第2期中期計画期間における主な研究成果

実施項目

 深度500mまでの２本の立坑及び同深度の
水平坑道（延長約430m）の堀削

 研究坑道の掘削を伴う調査研究（第２段階）
・壁面地質調査 ・地質環境モデルの評価・更新
・ボーリング調査 ・調査・解析手法の評価
・坑内物理探査
・各種モニタリング

 深度300ｍ、500ｍステージの研究坑道を
利用した調査研究（第３段階）
・地質環境の長期変遷、物質移動
・施工対策影響評価

 研究坑道の施工・維持・管理に関わる工学技術
の有効性の確認

 今後の調査研究課題（必須の課題）の抽出
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坑道掘削による深部地質環境の変化の程度や現象の理解及び必要な
調査技術の整備

第1段階で構築した地質環境モデルと第2段階での調査・観測データに
基づき更新されたモデル間との比較による不確実性低減の程度や更新
前のモデルの妥当性の評価を通じて、第1段階で適用した調査・モデル
化手法の有効性を確認

研究坑道の掘削工事・維持管理を通じて、地下施設の建設技術・施工
対策技術、地下施設の安全確保・維持管理技術の適用事例の提示及び
有効性の確認

地質学的時間スケールにおける地質環境特性の長期変動幅の推測に対
して超深地層研究所計画で整備した個別分野ごとの調査・観測技術や
モデル化・解析技術の適用性を検討

２．第2期中期計画期間における主な研究成果
-まとめ-
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地質環境の初期状態の理解（A1群）

深部地質環境特性を評価するための調査解析技術を整備

地上からの調査段階での地質環境モデルを構築するための方法論
を調査量と不確実性との関連性に着目して体系化

異なる分野の地質環境特性データの統合化による地質環境モデル
の信頼性の向上を例示

地質環境の短期変動・回復挙動の理解（A2群）

深度500mまでの坑道掘削による地質環境への影響を評価するため
に各種調査解析技術を適用し，その有効性や適用範囲を確認

掘削影響を低減するための有効な工学技術等について，これまでに
得られた知見を集約・整理

地質環境の長期変動・回復挙動の理解（A3群）

地下施設の閉鎖後に想定される地質環境の長期的な変動の幅及び
傾向を推測するための個別技術の適用性を実際の地質環境条件下
で確認

２．第2期中期計画期間における主な研究成果
-地層処分事業・安全規制への貢献（CoolRepH26）-











３．次期中長期計画への取組み
-止水壁の設置状況-











参考資料





項 目 H25年度 H26年度（実施中）

研究段階 第２段階・第３段階継続 第３段階継続

研究坑道

おける

調査研究

①壁面調査

②物理探査（自然電位測定）

③地下水の水圧や水質の観測（モニタリング）

④初期応力の測定

・ボーリング孔の掘削（２本）

⑤再冠水試験

・地下水水圧観測ボーリング孔の掘削（４本）

・岩盤変位計測ボーリング孔の掘削（３本）

・地下水水質観測ボーリング孔の掘削（４本）

・上記ボーリング孔を用いた観測を開始

・物理探査

⑥物質移動試験（室内試験/モデル化・解析）

〔電力中央研究所との共同研究〕

・ボーリング孔の掘削（２本）

⑦施工対策影響評価試験

①物理探査（自然電位測定）

②地下水の水圧や水質の観測（モニタリング）

③初期応力の測定

・ボーリング孔の掘削（２本）

④再冠水試験

・ボーリング孔を用いた観測

（地下水の水圧・水質/岩盤変位等）

・物理探査

・ボーリングピットの埋戻しおよび埋戻し材の

水理・化学的な変化の観測

・試験環境整備

⑤物質移動試験（室内試験/モデル化・解析）

〔電力中央研究所との共同研究〕

・ボーリング孔の掘削（1本）

⑥施工対策影響評価試験

地上における

調査研究

①表層水理定数観測

（気象観測／地下水位観測／土壌水分量観測等）

②地上の既存ボーリング孔を用いた地下水の水圧や

水質の長期観測

①表層水理定数観測

（気象観測／地下水位観測／土壌水分量観測等）

②地上の既存ボーリング孔を用いた地下水の水圧や

水質の長期観測

その他
①地質環境のモデル化（解析・更新）

②工学技術に関する研究

①地質環境のモデル化（解析・更新）

②工学技術に関する研究

※調査研究の内容や場所については、これまでの研究成果や研究坑道の工事状況等を踏まえて検討

調査研究のH25年度実績とH26年度計画




